
 傍聴人 閲覧用  

第２回 稲沢市学校施設整備基本計画策定委員会 

 

日 時 令和５年７月１５日（土） 

午前１０時 

場 所 勤労福祉会館 第２・３会議室 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 前回協議事項の確認 

 

 

３ 協議事項 

（１）今後の学校施設の在り方について～新しい時代の学びから～ 資料１ 

 

 

（２）学校規模について 資料２  資料３ 

 

 

（３）保護者アンケートについて 資料４ 

 

  

４ 連絡事項 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 







（小学校）

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

稲沢東小学校 778 23 611 21 △ 167 △ 2

稲沢西小学校 684 21 560 19 △ 124 △ 2

清水小学校 240 9 163 7 △ 77 △ 2

片原一色小学校 138 6 121 6 △ 17 0

国分小学校 247 11 147 6 △ 100 △ 5

千代田小学校 348 12 290 12 △ 58 0

坂田小学校 119 6 92 6 △ 27 0

大里西小学校 365 12 347 12 △ 18 0

大里東小学校 512 18 462 16 △ 50 △ 2

下津小学校 690 21 475 17 △ 215 △ 4

大塚小学校 378 12 268 12 △ 110 0

稲沢北小学校 329 12 334 12 5 0

高御堂小学校 182 7 200 7 18 0

小正小学校 478 17 499 17 21 0

祖父江小学校 169 6 154 6 △ 15 0

山崎小学校 99 6 97 6 △ 2 0

領内小学校 269 11 245 11 △ 24 0

丸甲小学校 124 6 99 6 △ 25 0

牧川小学校 153 6 108 6 △ 45 0

長岡小学校 109 6 58 6 △ 51 0

法立小学校 176 7 133 6 △ 43 △ 1

六輪小学校 241 9 184 6 △ 57 △ 3

三宅小学校 113 6 89 6 △ 24 0

計 6,941 250 5,736 229 △ 1,205 △ 21

（中学校）

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

稲沢中学校 359 10 400 13 41 3

明治中学校 273 9 288 9 15 0

千代田中学校 257 9 235 8 -22 -1

大里中学校 291 8 287 9 -4 1

治郎丸中学校 672 19 653 19 -19 0

稲沢西中学校 562 15 621 17 59 2

大里東中学校 282 9 258 7 -24 -2

祖父江中学校 530 15 449 13 -81 -2

平和中学校 289 9 257 9 -32 0

計 3,515 103 3,448 104 -67 1
※　学級数は特別支援学級を除く。
※　中学校の生徒数は、令和５年度については実在籍人数を記載し、令和11年度については、
　全員が市内公立中学校に進学したと仮定した人数を記載している。
　＜参考＞令和５年度の住民基本台帳上の生徒数は3,717人であり、実在籍数とは200名程度差が
　　生じている。

児童生徒数の将来推計について（最新） 資料２

学校名
令和５年度 令和１１年度 R5→R11増減

令和５年度 令和１１年度
学校名

R5→R11増減



                          資料３ 

○ 学校が小規模化することの影響 

 

【小規模校のメリット】 

 ・一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充指導や個別指

導を含めたきめ細かな指導が行いやすい 

・意見や感想を発表できる機会が多くなる 

・様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる 

・運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える 

・異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことが

できる 

・地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした教育活動が

展開しやすい 

・児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保護者や地域

と連携した効果的な生徒指導ができる 

 

【小規模校のデメリット】 

  ■学級数が少ないことによる学校運営上の課題 

  ・クラス替えが全部又は一部の学年でできない。 

  ・クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない。 

  ・クラブ活動や部活動の種類が限定される。 

  ・運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる。 

  ・体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団活動の実施に制約が生じる。 

  ・班活動やグループ分けに制約が生じる。 

  ・児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる。 

 

  ■教職員が少なくなることによる学校運営上の課題 

  ・経験年数、専門性、男女比等のバランスのとれた教職員配置やそれらを生かし

た指導の充実が困難となる。 

  ・児童生徒の良さが多面的に評価されにくくなる可能性があり、多様な価値観に

触れさせることが困難となる。 

  ・ティーム・ティーチング、グループ別指導、習熟度別指導、専科指導等の多様

な指導方法をとることが困難となる 

  ・教職員 1人当たりの校務負担や行事に関わる負担が重く、校内研修の時間が十

分確保できない。 

  ・教員同士が切磋琢磨する環境を作りにくく、指導技術の相互伝達がなされにく

い（学年会や教科会等が成立しない） 



                          資料３ 

  ■学校運営上の課題が児童生徒に与える影響 

  ・集団の中で自己主張をしたり、他者を尊重する経験を積みにくく、社会性やコ

ミュニケーション能力が身に付きにくい。 

  ・児童生徒の人間関係や相互の評価が固定化しやすい。 

  ・協働的な学びの実現が困難となる。 

  ・教員それぞれの専門性を生かした教育を受けられない可能性がある。 

  ・進学等の際に大きな集団への適応に困難を来す可能性がある。 

  ・多様な物の見方や考え方、表現の仕方に触れることが難しい 

 

 【その他、留意すべき点】 

 ・小・中学校は児童生徒の教育のための施設であるだけでなく、各地域のコミュニテ

ィの核としての性格を有することが多く、防災、保育、地域の交流の場等、様々な

機能を併せ持っている 

・学校教育は地域の未来の担い手である子供たちを育む営みでもあり、まちづくりの

在り方と密接不可分であるという性格も持っている。 

 ・学級数の規模だけでなく、教員配置数についても検討する必要がある。（現状の教

員配置数では、育児休暇や病気休暇などが生じた場合、教頭など役職者まで担任を

担う状況が生じている。） 

 ・一口に単学級といっても、学級の児童生徒数が１０人にも満たない場合から３５人

の場合まで様々である。 



                                    資料４ 

○保護者アンケートについて 

 

１ アンケート調査概要 

調査目的：保護者を対象として、現状の学校施設に対する意見・要望や、保護者

が考える理想的な教育施設についての意見・要望を聴取し、今後の学校

施設整備の際の参考資料とすることを目的とする。 

実施時期：令和５年９月末から１０月中旬まで 

調査対象：令和５年度５年生、小学２年生、年中の児童の保護者全件 

     ※１世帯で複数の児童が該当する場合は、最高学年の児童を調査対象と

する。 

調査方法：学校、保育園等を通じて質問紙を配付し、学校、保育園等を通じて回

収する 

集計期間：令和５年１０月中旬から令和５年１１月上旬まで 

 

２ 保護者アンケート設問例 

 

＜基本情報に関する設問＞ 

・あなたのお子様の学年を選択してください。 

・あなたのお子様が通う、又は通う予定の小学校区を記入してください。 

・あなたのお子様の現在の通学時間を選択してください。 

 （15分未満・30分未満・45分未満・45分以上・未就学のため不明 など） 

 

＜今後の施設整備方針に関する設問＞ 

・あなたが今後の学校施設整備で期待することは何ですか。 

 （多様な学習が可能なスペースができる・トイレ洋式化や全館空調整備など、学

習環境が改善される・エレベーターやスロープの設置によるバリアフリー化・太

陽光パネルや高効率空調、二重ガラスの導入等による環境に配慮した施設 など） 

・あなたのお子様が通う学校の施設について、特に不満に感じる箇所として、最も

近い選択肢はどれですか？ 

（トイレなどの衛生環境、特別教室等の空調設備、施設・設備の老朽化 など） 

・今後整備される学校で、是非整備してほしいと思う設備はなんですか？ 

（多目的室・ランチルーム・ICT環境が整った図書室・衛生的なトイレ・木材を活

用した教室・エレベーターなどバリアフリー設備 など） 

・小中一貫校としての整備について、どのように考えますか。 

（立地的に可能であれば積極的に進めてほしい・小中一貫校での整備は希望しな

い・小中一貫校の具体的なメリットが分からない など） 
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＜稲沢市の義務教育と学校のあるべき姿における標準規模等に関する設問＞ 

・稲沢市では、学校の標準規模の考え方について、小学校では１２学級（各学年２

学級以上）から２４学級、中学校では６学級（各学年２学級以上）から２４学級

としています。 

・１学年の学級数は、何学級が適切だと考えますか？ 

 （１学級・２学級・３～４学級・５学級以上） 

・通学距離について、どの程度の距離までなら徒歩通学可能だと考えますか？ 

（２㎞以下・2.5㎞以下・３㎞以下など） 

・通学時間について、どの程度の時間までなら許容範囲と考えますか？ 

（１５分以内・３０分以内・４５分以内・６０分以内） 

 

＜学校規模によるメリット・デメリットに関する設問＞ 

・学校規模が１学年２学級以上の標準規模校におけるメリットについて、あなたの

考えに最も近い選択肢はどれですか？ 

（多様な学習活動が可能・中 1ギャップの解消・クラス替えができる など） 

・標準規模校における問題点として、あなたの考えに最も近い選択肢はどれです

か？ 

 （教員の目が行き届かない・規模が大きくなると通学距離が長くなる など） 

・学校規模が１学年１学級となる学年があるような小規模校のメリットについて、

あなたの考えに最も近い選択肢はどれですか？ 

（児童生徒 1 人 1 人のつながりが密になる・教員の目が行き届きやすい など） 

・小規模校、特に単学級における問題点として、あなたの考えに最も近い選択肢は

どれですか？ 

 （クラス替えができない・多様な考え方に触れることが出来ない・集団活動に支

障がある など） 

 

＜その他＞ 

・学校が地域において果たしている役割について、あなたが重視するものは何です

か？ 

（地域の交流の場・防災拠点・社会教育施設 など） 

・学校施設とその他の公共施設を一体的に整備する複合施設について、あなたが学

校と一体的に整備すると良いと思う施設を選んでください。 

 （放課後児童クラブ施設、図書館、公民館、スポーツ施設、市民センター・防災

拠点 など） 
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